
相続等により届出書とは異なる森林所有者が提出する場合、当

該相続等に係る情報が記載されているか？ 

複数の樹種を造林した場合は、

樹種ごとに記載されているか？ 

様式は正しいか？ 

記載漏れはないか？ 造林に係る森林が所在する市町村

の長あてとなっているか？ 

①造林箇所ごとに報告書を作成する。 

②複数地番にまたがる場合は、全ての

地番を記載する。 

報告者の氏名・住所が正確に記載

されているか？ 

記載の内容と森林簿情報に

齟齬はないか？  

造林の期間の末日から30日以内

に提出されているか？ 

次ページの「樹種別の造林本数欄

の記載方法について」による記載

又は資料の添付となっているか？ 

届出書の「伐採後の造林の計画」に従ったもの

となっているか？ 

届出に記載した方法

となっているか？ 

届出に記載した期間

に収まっているか？ 

報告書の記載要領



樹種別の造林本数欄の記載方法について 

・ 原則として、都道府県毎の天然更新完了基準に定められた更新調査（標準地調査）の結果を元

に造林本数欄に更新本数を記載する。 

・ ただし、調査せずとも天然更新完了基準を明らかに満たしていると判断できる場合（例えば、

小面積の伐採等）には、造林地の写真その他の更新状況のわかる資料※を添付することにより、

「別添のとおり」と記載することができる。 

 

※ 更新樹種の稚樹の生存、生長を阻害するササ、低木、シダ類、キイチゴ類、高茎草本等の競合

植物の草丈を超える更新樹種の稚樹が多数成立するなど、明らかに更新の判断基準を満たしてい

る場合には、写真や目視によるチェックリストなど更新状況のわかる資料を添付 

 

（資料の例） 

・ 写真の場合：造林地の全体の遠景写真、更新樹種の生育状況（高さや成立本数）がわかる近景

写真（代表的な更新樹種がわかる近接写真を含む。ha当たり○箇所） 

 

・ チェックリストの場合：以下のチェック項目を目視により確認。 

 

    ☑ 更新樹種の稚樹の樹高が周囲の競合植物の草丈を十分上回っている。 

    ☑ 更新樹種の稚樹の本数が半径○ｍの円内に○本以上生育している。 

    ☑ 伐採跡地が全体的に更新されている。



造林の期間の末日から 30

日以内であり、適正。 

複数地番にまたがる場合は、該当する

全ての地番を記載する。 

相続等により届出書とは異なる森林所有者が提出す

る場合、当該相続等に係る情報を記載する。 

① 造林の方法が人工造林の場合の造林に係る森林の状況報告 

報告書の記載要領



造林の期間の末日から 30

日以内であり、適正。 

複数地番にまたがる場合は、該当する

全ての地番を記載する。 

複数の樹種を造林した場合は、樹

種ごとに記載されているか。 

② 造林の方法が天然更新の場合の造林に係る森林の状況報告 






